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Ｑ１ 貴事業所の概要について。 

事業所名 

 

 

 

業種 

〔主な事業活動に

1 つ○〕 

1．建設業   2．製造業   3．電気・ガス・熱供給・水道業 

4．運輸業（旅客含む）     5．運輸業（旅客含まない） 

6．情報通信業 7．飲食業   8．旅館・ホテル 

9．卸売業   10．小売業(食料品)   11．小売業(スーパー・百貨店) 

12．小売業(その他)      13．金融・保険業 

14．不動産業  15．教育・学習支援業  16．医療・保健衛生 

17．社会保険・社会福祉・介護事業 

18．美術館・博物館・水族館等     19．その他のサービス業  

20．その他（               ） 

貴事業所の形態 

〔主な事業形態に

1 つ○〕 

1．飲食店・レストラン 2．食品小売店 

3．食料品以外の小売業（日用品等物品販売店） 

4．スーパー，百貨店  5．コンビニエンスストア 

6．ホテル・旅館    7．集客施設（博物館・美術館・水族館等） 

8．上記以外の事業所形態 

（オフィス[建設業，製造業，運輸業等の管理・事務部門]，金融・保険業，不動産業，学校等） 

従業員数 人 
全社 

従業員数 
人 

※従業員数，全社従業員数は，パート・役員を含む人数でお答えください。 

資本金 万円    

回答者の部署 1．環境管理担当   2．総務   3．その他（         ） 

住居併設の有無 
1．併設している 2．併設していない  
※住居は，睡眠・食事等休業時の日常生活を行う場所を指しています。 

食品調理の有無 1．何らかの調理を行っている  2．調理を行っていない 

※ 従業員数，資本金は令和２年１月末現在の状況でお答えください。 

 

Ｑ２ 環境に対する方針を定めていますか。 

（※ISO14001：企業自らが，環境改善の目標を定め，実行，点検，取組の見直しを継続的に行う 

システムの国際規格 

ＫＥＳ：「ＫＥＳ・環境マネジメントシステム・スタンダード」の略。中小事業所向けの 

ISO14001 に準じた仕組み） 

 

1．環境マネジメントシステムを構築し ISO14001 や KES の認証を取得している 

2．独自の環境方針を持っている 

3．定めていない（理由：                             ） 

 

  

〔あてはまるもの１つに○印〕 

環境に配慮した事業者の行動等に関するアンケート調査 
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Ｑ３ ごみ減量に取り組む社内の責任者は定めていますか。 

 

1．専任の責任者を定めている   2．総務等兼任だが定めている   3．定めていない 

 

Ｑ４ 事業所から排出されるごみ量を把握していますか。 

 

1．重量の計量や袋数を数えて把握している 

2．ごみ収集業者（許可業者）に聞くなどして把握している       3．していない 

 

Ｑ５ 排出するごみを資源とその他のごみに分別していますか。 

 

1．分別排出場所を決め従業員が分別している        2．清掃委託会社が分別している   

3．していない 

 

Ｑ６ ごみの分別をしている事業所におたずねします。資源ごみとして分別・リサイクルしている

品目はどれですか。 

 

1．一般古紙（ダンボール，新聞紙，雑誌等）   2．色白紙（ＯＡ用紙・連続用紙等） 

3．機密書類   4．びん      5．缶    6．ペットボトル   7．プラスチック類 

8．食品残さ   9．その他（                ） 

 

Ｑ７ 分別した古紙，びん，缶等が実際にリサイクルに回されているか確認していますか。 

 

1．リサイクルルートの現場を直接確認している 

2．回収業者に回収後の処理の方法を聞いている     3．していない 

 

Ｑ８ 社員に日頃からごみの分別など環境に配慮した行動を実行するよう研修会等を実施してい

ますか。 

 

1．年に数回定期的に実施している 

2．必要に応じて環境に配慮した行動の呼びかけをしている 

3．何もしていない 

    ＜3 を選択された場合は，研修会等を実施していない理由を選んでください。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの全てに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

 

1．既に取組が進んでいるから 

2．分別や減量の取組を進める必要性がないから 

3．実施したいが業務多忙のため時間がとれない 

4．考えたこともなかった      5．その他（            ） 

〔あてはまるもの全てに○印〕  
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Ｑ９ 自動販売機設置数の削減，利用時間の短縮に努めていますか。 

 

1．実施している      2．ある程度実施している           3．実施していない 

 
 

Ｑ１０ 会社周辺の清掃や事業所施設の開放など，地域社会との関わりはありますか。 

 

1．社の方針として地域へ貢献している   2．できる範囲で地域と関わっている 

3．何もしていない 

 
 

Ｑ１１ 従業員にマイバッグの持参・携帯を推奨していますか。 

 

1.している      2.ある程度している      3.していない 

 
 

Ｑ１２ 従業員にペットボトル飲料等の利用からマイカップやマイボトルへの切り替えを推奨し

ていますか。 

 

1.している      2.ある程度している      3.していない 

 
 

Ｑ１３ 京都市内を訪れる観光客は平成 25 年以降毎年 5,000 万人を越えています。そこ

で，観光客増加による貴事業所の売上・ごみ量等への影響についてお教えください。  

 

※貴事業所形態が次にあてはまる場合，お答えください。 

 

1．飲食店・レストラン 2．食品小売店  3．食料品以外の小売業（日用品等物品販売店） 

4．スーパー，百貨店  5．コンビニエンスストア 

6．ホテル・旅館    7．集客施設（博物館・美術館・水族館等） 

 

（１） 過去 5 年間（平成 27 年以降）で客数に変化はありましたか 

 

1．増えた 2．やや増えた 3．変わらない 4．やや減った 5．減った 6．わからない 

 

（２） 過去 5 年間（平成 27 年以降）で売上に変化はありましたか 

 

1．増えた 2．やや増えた 3．変わらない 4．やや減った 5．減った 6．わからない 

 

（３） 過去 5 年間（平成 27 年以降）で売上に変化はありましたか 

 

５年前に比べて（     ）倍程度 

 

 

  

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔回答対象の事業所形態〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔あてはまるもの１つに○印〕 

〔（ ）内に数字を記入してください。[例]1.1 倍，0.7 倍等〕 
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Ｑ１４ 事業所形態ごとのごみ減量・リサイクルに関する取組状況や観光客増加の影響  

■貴事業所が該当する事業所形態について４ﾍﾟｰｼﾞ～９ﾍﾟｰｼﾞの問にお答えください。 

 ※事業所形態の種類と問は次のとおりです。  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■各問に示すごみ減量対策項目ごとに選択肢から一つ選んでください。  

※貴事業所の活動に該当しない場合は「3.していない」に○印を付けてください。 

 

■観光客増加によって増えたごみがありましたか。  

 

1．仕入増加に伴う梱包ごみ（段ﾎﾞｰﾙや発泡ｽﾁﾛｰﾙ等）   2．来店客の食べ残し 

3．調理くず     4．来店客用のごみ箱のごみ    5．ポイ捨てごみ 

6．その他（                                  ） 

 ごみ減量対策項目 選択肢 〔項目ごとにあてはまるものに１つ○印〕 

ｱ.  食べ残しが少なくなるようなメニ
ューの工夫はしていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｲ.  調理くずを減らす取組を行ってい
ますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｳ.  生ごみから作った堆肥で育てた野
菜を食材として利用していますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｴ.  来客数を予測した食材仕入れをし
ていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｵ.  使い捨ての食器を極力少なくして
いますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｶ.  ストロー等使い捨てﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の
使用抑制（代替を含む）をされてい
ますか。 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｷ.  紙ふきんでなく布ふきんを使って
いますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｸ.  食材仕入れ用の容器を通い箱化し
ていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｹ.  砂糖等は個包装でなくシュガーポ
ット等を使用していますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｺ.  食べ残し持ち帰り用の容器を用意
していますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｻ.  調理くず・食べ残しの水切りによる
ごみ減量をしていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｼ.  調理くず・食べ残しの堆肥化等リサ
イクルをしていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

飲食店・レストランの方におたずねします 

飲食店・レストラン 

食料品小売店，ｽｰﾊﾟｰ・百貨店，ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 

日用品等物品販売店，ｽｰﾊﾟｰ・百貨店，ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 

 

集客施設（博物館・美術館・映画館・水族館等） 

（このﾍﾟｰｼﾞの下部へ） 

事
業
所
形
態 

スーパー・百貨

店，ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄ

ｱの方は両方お

答えください。 

上記以外の事業所形態 

（オフィス[建設業，製造業，運輸業等の管理・事務部門]，金融・保険業，不動産業，

学校等）  

ホテル・旅館 

（５ﾍﾟｰｼﾞへ） 

（６ﾍﾟｰｼﾞへ） 

（７ページへ） 

（８ﾍﾟｰｼﾞへ） 

（９ﾍﾟｰｼﾞへ） 

〔あてはまるもの全てに○印〕 

飲食店・レストランの方は 10 ページへお進みください。 
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■各問に示すごみ減量対策項目ごとに選択肢から一つ選んでください。  

※個々のごみ減量対策項目で貴事業所の活動に該当しない場合は「3.していない」に○印を付けてください。 

 
 

■観光客増加によって増えたごみがありましたか。  

 

1．仕入増加に伴う梱包ごみ（段ボール等）   2．陳列商品の破損による廃棄 

3．売れ残りによる廃棄            4．来店客用のごみ箱のごみ 

5．ポイ捨てごみ 

6．その他（                                  ） 

 

スーパー・百貨店，コンビニエンスストアの方は次ページもお答えください。 

食品小売店の方は 10 ページへお進みください。 

 

  

 ごみ減量対策項目 選択肢 

ｱ.  ばら売り，量り売り等を導入してい

ますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｲ.  IoT や機械学習等を利用した販売

数予測・商品仕入調整等に取り組ん

でいますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｳ.  商品の納入期限や販売期限等を見

直していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｴ.  売れ残り食品等の堆肥化等リサイ

クルをしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｵ.  生ごみから作った有機堆肥で育て

た野菜を販売していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｶ.  レジ袋削減の取組をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｷ.  できる限り包装の簡素化に取り組

んでいますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｸ.  売れ残り食品の削減に取り組んで

いますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｹ.  食料品仕入れ用の容器を通い箱化

していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｺ.  詰め替え式容器の商品や再生品を

積極的に販売していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｻ.  店頭回収を実施していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｼ.  余分なチラシの削減等に努めてい

ますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｽ.  軽量な食品トレイへの切替えや食

品トレイの使用取り止めをされて

いますか。 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

食料品小売店，スーパー・百貨店， の方におたずねします 

〔あてはまるもの全てに○印〕 
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■各問に示すごみ減量対策項目ごとに「 1.している  2.ある程度している  3.して

いない」の選択肢から一つだけお答えください。  

※個々のごみ減量対策項目で貴事業所の活動に該当しない場合は「3.していない」に○印を付

けてください。 

 

■観光客増加によって増えたごみがありましたか。  

 

1．仕入増加に伴う梱包ごみ（段ボール等）   2．陳列商品の破損による廃棄 

3．返品された商品の廃棄           4．ポイ捨てごみ 

5．その他（                                  ） 

 

10 ページへお進みください。 

 

  

 ごみ減量対策項目 選択肢 

ｱ.  レジ袋削減の取組をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｲ.  青果類の裸売りや帯包装等できる

限り包装の簡素化に取り組んでい

ますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｳ.  商品仕入れに通い箱を使っていま

すか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｴ.  詰め替え式容器の商品や再生品を

積極的に販売していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｵ.  ハンガー等は規格品として再使用

できるようにしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｶ.  電池等の回収をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｷ.  商品の修理相談をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｸ.  省エネ，再生原料使用等商品の環境

配慮度をＰＲしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｹ.  再生品を積極的に販売しています

か 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｺ.  包装に再生紙を使っていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｻ.  余分なチラシの削減等に努めてい

ますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｼ.  レジ袋削減の取組をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

食料品以外の小売店（日用品等物品販売店），コンビニエンスストア， 

スーパー・百貨店の方におたずねします 

〔あてはまるもの全てに○印〕 
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■各問に示すごみ減量対策項目ごとに「 1.している  2.ある程度している  3.して

いない」の選択肢から一つだけお答えください。  

※個々のごみ減量対策項目で貴事業所の活動に該当しない場合は「3.していない」に○印を付

けてください。 

 

■観光客増加によって増えたごみがありましたか。  

 

1．仕入増加に伴う梱包ごみ（段ﾎﾞｰﾙや発泡ｽﾁﾛｰﾙ等）   2．ﾚｽﾄﾗﾝ部門での食べ残し 

3．ﾚｽﾄﾗﾝ部門での調理くず    4．ポイ捨てごみ    5．客室のごみ 

6．その他（                    ） 

 

    ＜5 を選択された場合は，どういったごみが増えましたか。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ページへお進みください。 

  

 ごみ減量対策項目 選択肢 

ｱ.  アメニティグッズの簡素化やディ

スペンサー方式としていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｲ.  連泊客に対するタオル交換の抑制

はしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｳ.  食べ残しが少なくなるようなメニ

ューの工夫はしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｴ.  生ごみから作った有機堆肥で育て

た野菜を食材として利用していま

すか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｵ.  使い捨ての食器を極力少なくして

いますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｶ.  紙ふきんでなく布ふきんを使って

いますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｷ.  食材仕入れ用の容器を通い箱化し

ていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｸ.  砂糖等は個包装でなくシュガーポ

ット等を使用していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｹ.  土産物包装に再生紙を使っていま

すか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｺ.  調理くず・食べ残しの水切りによる

ごみ減量をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｻ.  調理くず・食べ残しの堆肥化等リサ

イクルをしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ホテル・旅館の方におたずねします 

〔あてはまるもの全てに○印〕 

 

1．スーツケースや旅行かばんの放置 

2．旅行中に購入した商品のパッケージ 

3．客室内で食べた弁当がら等の食品容器包装 

4．ペットボトルや缶などの飲料容器 

5．食べ残しや飲み残し 

6．その他（                             ） 

〔あてはまるもの全てに○印〕  
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■各問に示すごみ減量対策項目ごとに「 1.している  2.ある程度している  3.して

いない」の選択肢から一つだけお答えください。  

※個々のごみ減量対策項目で貴事業所の活動に該当しない場合は「3.していない」に○印を付

けてください。 

 

■観光客増加によって増えたごみがありましたか。  

 

1．仕入増加に伴う梱包ごみ（段ﾎﾞｰﾙや発泡ｽﾁﾛｰﾙ等）   2．来場者の食べ残し 

3．調理くず           4．来場者用のごみ箱のごみ 

5．陳列商品の破損による廃棄   6．返品された商品の廃棄 

7．ポイ捨てごみ 

8．その他（                                  ） 

 

10 ページへお進みください。 

  

 ごみ減量対策項目 選択肢 

ｱ.  レジ袋削減の取組をしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｲ.  できる限り包装の簡素化に取り組

んでいますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｳ.  包装に再生紙を使っていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｴ.  余分なチラシの削減等に努めてい

ますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｵ.  使い捨ての食器を極力少なくして
いますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｶ.  ストロー等使い捨てﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の
使用抑制（代替を含む）をされてい
ますか。 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｷ.  紙ふきんでなく布ふきんを使って
いますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｸ.  仕入れ用の容器を通い箱化してい
ますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｹ.  売れ残り食品等の堆肥化等リサイ

クルをしていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｺ.  売れ残り食品の削減に取り組んで

いますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｻ.  来客数を予測した食材仕入れをし
ていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｼ.  調理くず・食べ残しの水切りによる
ごみ減量をしていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｽ.  調理くず・食べ残しの堆肥化等リサ
イクルをしていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

集客施設（博物館・美術館・水族館等）の方におたずねします 

〔あてはまるもの全てに○印〕 
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（オフィス [建設業，製造業，運輸業等の管理・事務部門 ]，金融・保険業，不動産業，学校等）  

 

■各問に示すごみ減量対策項目ごとに「 1.している  2.ある程度している  3.して

いない」の選択肢から一つだけお答えください。  

※個々のごみ減量対策項目で貴事業所の活動に該当しない場合は「3.していない」に○印を付

けてください。 

 

10 ページへお進みください。 

  

 ごみ減量対策項目 選択肢 

ｱ.  ペーパーレス化に積極的に取り組

んでいますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｲ.  ＯＡ用紙の裏面利用をしています

か 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｳ.  コピーは必ず両面コピーしていま

すか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｴ.  コピーのトナーは再生ルートに渡

していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｵ.  事務用品を修理して使うなどして

いますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｶ.  お茶・コーヒー等は，紙コップ等で

なくマイカップですか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｷ.  社員（学生）の身近な所に古紙回収

ボックスがありますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｸ.  再生コピー紙，再生筆記用具等を使

っていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｹ.  社員（学生）食堂では割り箸等使い

捨て食器を削減していますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｺ.  社員（学生）食堂で食べ残しが少な

くなるようなメニューの工夫はし

ていますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｻ.  自動販売機の空き容器の回収を自

販機会社に求めていますか 
1.している  2.ある程度している  3.していない 

ｼ.  古紙類を，ビル単位や周辺の事業所

で共同で回収し，リサイクルしてい

ますか 

1.している  2.ある程度している  3.していない 

上記以外の事業所形態の方におたずねします 
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Ｑ１５ ごみ減量の取組を実施しているものについて，その理由は何ですか。 

 

1．本社等の方針        2．環境マネジメントシステムで取り組んでいるから 

3．企業の社会的責任だと考えているから      4．顧客の要望 

5．顧客へのサービス向上に繋がるから       6．経費節減にも効果があるから 

7．その他（                                   ） 

 

Ｑ１６ ごみ減量の取組を実施していないものについて，その理由は何ですか。 

 

1．本社等の方針           2．業務優先のため 

3．ごみ減量の余地がないため     4．取り組みたいが業務多忙のため時間がとれない 

5．取り組みたいが情報が不足している 6．考えたこともなかった 

7．その他（                                   ） 

 

Ｑ１７ 事業系ごみ減量施策として京都市が行っている施策をご存じですか。 

 

1．マイボトル推奨店制度 

2．衣料品自主回収推奨店制度 

3．飲食店・宿泊施設版食べ残しゼロ推進店舗制度 

4．食品小売店版食べ残しゼロ推進店舗制度 

5．京都エコ修学旅行 

6．エコイベント認定制度 

7．世界の京都・まちの美化市民総行動 

8．京都市ごみ減量推進会議 

9．京都の修理・リユースナビサイト＜もっぺん＞ 

10. 販売期限の延長等による食品ロス削減効果に関する調査・社会実験 

11．京都市フードバンク等活動支援助成制度 

12．宴会での食べ残し防止「30・10（サーティ・テン）運動」 

13．京都市環境共生センターからの指導 

14．事業用大規模建築物減量計画書 

15．特定食品関連事業者減量計画書 

16．その他（                                  ） 

 

Ｑ１８ 京都市では今年 10 月に「京都市プラスチック資源循環アクションプラン」を策定しまし

た。あなたの事業所で取り組むことができる内容がありますか。 

 

1．過大・過剰なプラスチック製包装の見直し 

2．優良事例顕彰への応募 ，推薦 

3．事業者が排出するプラスチックの分別徹底，リサイクル 

4．ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ問題に対応する新たな販売方法等のモデル事業の立案 

5．その他（                                   ） 

 

  

〔あてはまるもの全てに○印〕 

〔あてはまるもの全てに○印〕 

〔あてはまるもの全てに○印〕 

〔あてはまるもの全てに○印〕 
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Ｑ１９ ごみ減量の取組を推進していくうえで，京都市への要望があればお教えください。 

 

1．パンフレットや Web による情報提供の強化 

2．研修，講習会等の開催              3．実務マニュアル等の提供 

4．事業所内ですぐ使える表示類やツール等の提供   5．補助金，助成金等 

6．後援名義              7．取組事業者の市からの紹介や情報発信 

8．取組事業者の認定や登録制度 

9．ごみ減量活動を行う活動団体や市民団体の紹介（ﾊﾟｰﾄﾅｰの紹介） 

10．その他（                                   ） 

 

Ｑ２０ ごみ分別・リサイクル，減量に関する情報をどのように得ていますか。 

 

1．事業ごみ減量ニュースレター「ごみゅにけーしょん」 

2．ごみ減量・分別リサイクル総合情報サイト「京都こごみネット」（京都市運営） 

3．廃棄物収集業者からの連絡等  4．廃棄物専門誌，新聞  5．環境全般専門誌，新聞 

6．一般誌            7．一般新聞        8．Web のニュースサイト 

9．Web の質問サイト       10.メールマガジン    11．テレビ，ラジオ 

12．その他（                                  ） 

 

 

次ページにお進みください 

 

  

〔あてはまるもの全てに○印〕 

〔あてはまるもの全てに○印〕 

 



－12－ 

 

〔あてはまる番号を全て選んで記入〕  

Ｑ２１ 今後の環境に配慮した新事業の可能性 

貴事業所で，今後，環境に配慮した新しい事業として取り組む可能性があると思われる事業，

既に取り組んでいる事業はありますか。Ａ欄，Ｂ欄のア，イの該当する方に○印を付け，アの

場合はあてはまる番号を選択肢の中から選んでください。 

 

Ａ：今後取り組む可能性の事業  

ｱ．ある      ｲ．ない 

Ｂ：既に取り組んでいる事業  

ｱ．ある      ｲ．ない 

〔ｱ．ある場合〕 

 

 

〔ｱ．ある場合〕 

 

 

1．旬の野菜，地場野菜等による食の提供，アメニティグッズ（タオルや歯ブラシセット，シャ

ンプー等の備品）の削減等，環境にやさしい京のおもてなし（エコツーリズム） 

2．生鮮野菜，総菜の量り売りシステム 

3．お酒，ワイン，ミネラルウォーター等の量り売りシステム 

4．IoT や機械学習による販売量予測システム 

5．飲食店での食事内容の事前相談システム（食べ残しが出ないような適量の食事提供） 

6．販売期限※を過ぎた食品の販売，寄付 

7．食料品の納入期限の緩和や販売期限※の延長 

8．家電製品，家具，おもちゃ，自転車等の修理センター 

9．町家，きもの等の伝統的な物の再生・修理（リフォーム）職人の紹介センター 

10．牛乳・ジュース・酒・醤油等のリターナブル（再使用可能な）容器 

11．商品パッケージへのプラスチック以外の容器や包装の活用 

12．学生等短期居住者に対する中古品情報提供システム 

13．まだ使える大型ごみの修理や中古品展示プラザ 

14．生ごみから作った有機堆肥を利用して農家が生産した京野菜（食の循環による野菜づくり） 

15．地域や団地における自転車の共同利用システム 

16．その他（                                    ） 

 

ごみ減量・リサイクルの促進について，ご意見，ご要望，ご提案等あれば，ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ どうもありがとうございました。同封の封筒に入れて，ご返送ください。 

※販売期限･･･賞味 /消費期限が近く販売に適さな

いと判断する期限（小売業が設定）  


